
2010年 1月～2012年 5月までに高線量率組織内照射を受けた患者さんへ 

 

課題名「高線量率組織内照射治療を受けた患者の安静による苦痛の調査と苦痛緩和方法の

検討」についての研究 

 

本研究の内容・目的 

 高線量率組織内照射を受ける患者さんは、治療中、約４時間仰臥位の床上安静が必要と

なります。治療中の患者さんの最大の苦痛は安静に伴うものです。当病棟では、主に腰部

にロール状にしたバスタオルを挿入したり外したりしてケアを行うことで、腰痛の緩和を

図れるように努力しています。今回、過去に高線量率組織内照射受けた患者さんのデータ

を調査し、高線量率組織内照射を受ける患者に対する苦痛緩和の方法を検討したいと考え

ました。本研究において、2010 年 1月～2012年 5月に至る、高線量率組織内照射を受けた

患者さんの記録から、年齢、身長、体重、BMI、床上安静に伴う苦痛についての表記（患者

の主観的情報や、看護師の客観的情報）を抽出し、苦痛の出現した時間、時間的変化、行

った看護ケア、使用した鎮痛剤の調査を行いたいと思います。記録からのデータの抽出は、

個人名を全て番号で表記し、匿名性を保証します。得られたデータ及び情報は施錠できる

機材室に保管し、研究終了後はシュレッダーにかけ適切に処理します。また、本研究以外

の目的に使用しません。研究をするために必要な資金をスポンサー（製薬会社等）から提

供してもらうことにより、その結果の判断に利害が発生し、結果の判断にひずみが起こり

かねない状態を利益相反といいます。本研究は病棟の詰所費のみを使用する研究であるた

め利益相反は起こりません。 

 参加を拒否されたい場合、または不明点・疑問点がある場合は、下記の連絡先までご連

絡下さい。 

 

研究に関する連絡先 

  研究者：矢吹 尚美 桑原 由依 

  所属：川崎医科大学附属病院 13階中病棟 13階東病棟 

  住所：〒701-0192 岡山県倉敷市松島 577 

            電話番号：(086)462-1111（病院代表） 

                13240（13階中病棟内線）13440（13階東病棟内線） 


